
辺りは、垣根や庭の奥にひっそりと家が

見え隠れする佇まいが残る住宅地である

が、代替わりで切り売りされ、ゆとりあ

る外部空間が少なくなって無造作に建物

が並び、屋敷的な建ち方のスケールの限

度を感じさせた。

コートハウスにしてプライバシーを確保

した中庭を持つことは、心置きなく窓を

開け放つことができ快適な面もあるが、

引き籠った姿は、住宅地の環境から浮い

てしまうし、今後の規範になるとも思え

ない。屋敷的な建ち方とコートハウスの

良い面を取り入れるため、南北に長い敷

地に３つの庭を設け、内部空間や周辺環

境との繋がりを検討した。

南庭は、裏庭として近隣に対し開放的な

緑の庭である。居間の吹抜の二層分のガ

ラス窓が面し、都会に住みながらも光と

風を感じたいという純粋な欲求を満たし

ている。

中庭は、建物を南北に分けるように中央

に配し、北棟を６００mm上げて、地階の

車庫と玄関を成立させている。南北の段

差を結ぶスロープと伸びやかな階段、そ

して４つの個室と食堂が面し、家族を繋

ぐ役割を担う言わば緩やかな仕切りのよ

うな内向きの庭である。建物全体は、南

北に透過性が高く、水平に抜ける構成だ

が、中心にあるここは垂直性を帯び、そ

れに合わせて竹が植えてある。

北庭は、茶庭として設え、車庫の上部に

ある制約を感じない小さな別世界をつく

り、日常にない体験ができるようになっ

ている。反面、道からはプロフィリット

ガラス越しにこの庭の木々の揺らめきが

感じられるようになっていて、北側であ

るが故に、光の状態によってガラスへの

映り込みと影が刻々と変化し、奥の窓明

かりも感じられる。

野毛の家
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東京都世田谷区野毛

住宅

夫婦、子供2人

413㎡（125T）

162㎡（49T）

273㎡（82T）

地上２階、地下1階

鉄骨造　鉄筋コンクリート造

所在地

主要用途

家族構成

敷地面積

建築面積

延床面積

規模

構造



前面道路から見る。上部二層はスクリーンに覆われ、（建物内部の様子は見えず）樹木の影が遷ろう幻想的な表情を見せる。

ファサードの夜景。



ポーチから玄関を見通す。　左手に1階までの外部スロープの上がり口が見える。

東側隣地との緩衝地帯を利用したスロープ。 1階までは車椅子で自由に動き回ることができる。



 

階段のある東側から居間を見る。大きな開口が南北にある開放的な空間でありながら、プライバシーが守られた構成。螺旋階段を上がると書斎があり、子供室に繋がる。

南庭から居間を見る。 食堂から中庭を見る。中庭を介して和室が見え、その向こうに北庭が展開する。 



家の中心にある中庭。5つの個室と食堂が面する緩やかな仕切を担っている。車椅子を必要とする親族のために高低差600㎜をスロープで結んでいる。



 

和室から北庭を見る。和室の天井は光天井。 北庭。蹲があって内露地になる。ファサードのプロフィリットガラスが見える。

和室の床の様子。左手が水屋。 



2階の書斎から居間を見下ろす。手前が演奏スペースで奥が読書スペースになっていて、螺旋階段で居間へと回遊できる。

子供室の間仕切を開け放すと、書斎と一体になる。 子供室から中庭を見る。庭ごしに主寝室が見える。



 

主寝室から北庭を見る。テラスの階段から屋上に上がる事ができる。

客間。電動車椅子を利用する親族のために、リフトを使って入ることができる洗面浴槽台を制作。 




